
Monthly Report  1 

 

Vol.３９ 広報室 

平成２１年８月２８日発行 

Monthly Report 

 

学生の活躍や、取組みをご存知で

したら広報室までお寄せくださ

い。Monthly Reportで紹介する
他、報道機関にも旬な話題を提供

していきたいと考えております。 

 

また、本誌へのご意見・ご質問等

がございましたら、広報室までご

一報ください。 

 

広報室 

 直通 0224-55-1802 
 内線 佐藤美保 256 
    土生佐多 200 
    伊東宏之 271 
  Email:kouhou@scn.ac.jp 
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シマノレーシングが本学で低酸素トレーニングキャンプ

実施 

 日本のロードレース界を

リードする「シマノレーシ

ング」が８月１０―２１日

の日程で本学の常圧低・高

酸素室を使用しながら、ト

レーニングキャンプを実施

しました。 

 内丸講師が同チームのト

レーニングアドバイザーを

務めている事から、今回の

実現に至り、内丸講師指導

のもと、安全に十分配慮しながらトレーニングは進められました。 

 トレーニングは主に大学半径１５０km圏内で行なわれ、トレーニング以

外の時間のほとんどを標高２５００ｍ相当の酸素濃度（15.4％）の低い低

酸素室に入って生活することで、心肺機能を高める目的（いわゆる高地ト

レーニング）で行なわれており、寝ている時も低酸素の状態が続くため、

選手は熟睡できない日々が続いたようです。また、１８日には標高２５０

０ｍに相当する酸素濃度の状態で２０分間にわたって高強度を維持するト

レーニングを行い、終了後に乳酸量の測定が行なわれるなどして、科学的

なトレーニングを実施しました。 

期間中は運動栄養の学生が練習に帯同させて頂き、食事のサポートやト

レーニング中に水分や栄養（補給食）を手渡すなどしました。また、ト

レーナーコースの学生が、チームの専属トレーナー活動の様子を見学し、

プロチームの実際の現場を体験しました。 

 

シマノレーシングのホームページでも合宿の様子がアップされています。

下方に４つの本学関連記事が動画とともに掲載されていますので、URLをク

リックしてご覧下さい。 

http://blog.shimanoreport.jp/blog/2009/08/post_ad6c.html 



Monthly Report  2 

 

海を越えて輝く学生達  Summer ２００９ 

（１）ハワイ州立大学での「AT（アスレティクトレー
ニング）アドバンスドコース」及び「英語研修」 

Monthly Report前号でご紹介しました通り、８月２
２日からハワイ州立大学（UH）において渡会先生・広
報室佐藤の引率のもと、AT（アスレティクトレーニン
グ）アドバンスドコースに参加した体育学科３年生の

佐竹彬（あきら）さん・村上拓矢さんの２名が１２日

に、また、鎌田先生の引率のもと、今回初めてUHアウ
トリーチ校における英語の「NICE」プログラムに参加
した体育学科２年生の山口有映（なおあき）さん、同

１年生の安部翔子さん、スポーツ情報マスメディア学

科２年生の高橋悠（ゆう）さん３名が２３日に、それ

ぞれ全ての講義・実習を終え無事に帰国しました。 
現地では、５名全員が前号で取り上げた本学の卒業

生である鈴木のぞみさん・鈴木理恵さんとの「座談

会」に参加し、本学初のATC（アメリカ公認アスレ
ティックトレーナー資格）を取得したのぞみさんや、

それを目指して勉学に励む理恵さんから、ハワイでの

苦労談や英語をマスターする方法など、体験者ならで

はの貴重なお話しに食い入るように聞き入っていまし

た。 
  
英語研修に参加した学生の声 
山口さん 

「来年参加しようと考えているATスクーリングに向けて、英

語の基礎を勉強しておきたいと思って英語研修に参加しま

した。レベルに合わせたクラスでの講義だったので、大変勉

強になりました。」 

安部さん・高橋さん 

「英語研修をより良いプログラムにするために、宿泊先をホ

テルではなく、ホームステイや外国人が多く住む寮にする事

を提案したいです。日常会話など、直に英語で会話できる

機会が増え、更に学べると思います。」 
 
（２）カリフォルニア州立大学ロングビーチ校での

「運動栄養セミナー」 
運動栄養学科では、アメリカにおける運動栄養の実

情と課題を学ぶ初めての試みとして、８月１６日～２

３日まで、加賀洋平新助手の母校であるカリフォルニ

ア州立大学ロングビーチ校において「運動栄養セミ

ナー」が実施されました。 

参加したのは小浜先生を団長に柳先生、津吉先生、

竹内晴子新助手、広報室佐藤の引率のもと、同学科

４年生の井上幹太（かんた）さん、古谷悠子（ゆう

こ）さん、３年生の高橋杏奈（あんな）さん、２年

生の高橋絢子（あやこ）さん、千葉龍太（りゅう

た）さん、１年生の小坂円（まどか）さん、佐々木

文（あや）さんの７名です。 
 ５日間に渡るプログラムでは、アメリカの大学に

おける各競技選手達に必要な栄養やその摂取の指導

方法を学ぶだけでなく、実際に選手が競技をしてい

る現場に出向いての視察など、普段、自分達が授業

で今すぐ役立つような充実した時間を過ごしまし

た。また、教えていただくだけではなく最終日に

は、同大学の関係者の前で栄養サポートをしている

様子などを英語でプレゼンテーションし、さらには

感謝の気持ちを込め日本から持参したはっぴ姿も

凛々しく「よさこい」も披露しました。修了式でそ

の様子を終始笑顔で見守っていたシャロン・ガス

リー キネシオロジー学科長は「すばらしい発表と

踊りでした。この短期間で私達が彼らから逆に学ん

だことは大変多く、また是非仙台大学でみなさんに

お会いしたいです。」とおっしゃっていました。 
 

学生の声 

高橋さん、小坂さん 

 「米国の大学では学生に指導する専門の栄養士が常

駐しており、本学の栄養管理システムに似たようなものを

使って学生自身がパソコンで栄養を確認することや、ブロ

グ内で栄養士から直接指導してもらえるシステムとなって

いました。学生への説明も科学的な裏付けがある数値で

示されるので、学生側も理解しやすく、栄養に対する意識

を更に高めているようでした。 

 今回、語学力の必要性を感じました。通訳を通じて現地

の方から話を伺いましたが、もっと学生や先生に直接話

しかけ、色々な事を聞きたかったです。」 

学生たちは多くのことを現地で学び、それぞれの

目標ができたようです。これから更に国際交流の芽

が増える事が期待されます。 
 
 
 

 

 ～海外研修終了 ハワイ州立大学・カリフォルニア州立大学ロングビーチ校 ～ 
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オープンキャンパスお疲れ様でした 

 ８月８日（土）にオープンキャンパスを開催

し、生徒・保護者あわせて１０００名を超える来

場を頂きました。 
１０時からのオリエンテーションでは、元Ｊ

リーグ浦和レッズ選手（現:浦和レッドダイヤモン
ズ広報部）の内舘秀樹氏をはじめ、卒業生４名か

ら「ＯＢ・ＯＧからのメッセージ」として講演い

ただきました。４名それぞれの職場での活躍や大

学での経験が今に生かされていること、本学在学

中のエピソードなど、経験談などをお話いただき

ました。 
この他、仙台大学ならではの各学科、特徴ある

施設・設備を使った体験会や模擬講義、入試相談

会などを実施し、高校生達に大学生活や卒業後の

イメージしていただけたのではないかと思いま

す。 
 オープンキャンパスに参加した河南高校の本城

君は「部活動と勉学を両立させたいと親に相談し

たら、仙台大学がよいのではないかという事で、

今回参加しました。今は健康福

祉学科に興味があるので、仙台

大学の同窓生の先生に相談して

進路を決めたいと思います。」

と話していました。 
なお、内舘氏より大学にサイ

イン入りユニフォームを寄贈い

ただきました。学長室に飾って

ありますのでご覧下さい。 

タイ国 シーナカリンウィーロート大学より若手研究者を招聘 

 
８月２４日―９月７日の日程で、本学と国際交流協定を提携しているシーナカリ

ンウィーロート大学から若手研究者Tanormsak Senakham（ﾀﾉﾑ ｾﾅｸﾊﾝ）氏を招聘
し、本学施設を使って研究活動を行なっています。 
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就職ガイダンス（臨時）開催 

 ８月４日（火）にB300教室において４年生対象
の就職ガイダンスが開催されました。今回のガイ

ダンスは、昨年秋からの深刻な経済不況により就

職戦線が例年以上に厳しい状況にあることから、

臨時で開催されたもので、約２００名の４年生が

参加しました。 
はじめに入試創職委員会・創職作業チームリー

ダーの山内教授より、①昨年の夏休み前における

就職内定率が首都圏で８０％であったが、今年は

６０％まで落ち込んでいること、②２００９年度

の年次経済財政報告（経済財政白書）で金融危機

による景気の急激な悪化を受けて、企業の余剰人

員となっている「企業内失業者」が１９８０年以

降で最悪の最大６０７万人に上ることが告げられ

た後、「企業の募集人員が減少傾向で、秋の企業

の採用が縮小する事が予想される。今、動かな

かったら社会に向けての第一歩がうまく踏み出せ

ない。行動･決定するのは君達。」と学生を叱咤激

励しました。 
就職活動を継続している学生向けに、毎日コ

ミュニケーションズの橋本氏より「今までよりも

採用側が学生に求める基準が高くなっており、上

場企業や製造業では徹底して質を重視している」

との話や、「面接でも、昨年までは採用するか

迷った時は採用するスタンスだったが、今は迷っ

たら採用しないスタンスに変わった」などの話

や、就職活動をスムーズに進めるための効果的な

情報収集方法等についての指導がされました。現

在の就職戦線の状況を再確認し、学生たちは就職

意欲を高めたようでした。 

平成21年度 朴沢学園事務研修会開催 

8月10日～11日に「さんさ亭」において平成21年
度朴沢学園事務研修会が開催され、法人事務局11
名、明成高校12名(職員・実習助手)、大学73名(職
員・新助手・臨時職員)の総勢96名が参加し、研修
を行いました。 

今年度は中房教授が執筆された「大学の歴史か

らみたＦＤ制度化の道程と課題」（平成２１年度

仙台大学導入演習教材）が事前に配布され、参加

者全員が目を通した上での研修が行われました。 
中房准教授を講師に招き「ＳＤカフェへようこ

そ」と題された研修では、1班7名編成で13班に分
かれ、大学の事務職員として求められる資質向上

のために自分たちがすぐにできること、そのため

には何が必要か、今後の提案など、ＳＤに関する

様々な考えをＫＪ法を用いて、班ごとに出し合

い、発表しました。 
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元韓国代表の柔道指導者 李 馥煕（イ・ボクヒ）氏が第３９回全日本実業

柔道個人選手権大会に出場 

 ８月２９－３０日に尼崎市記念公園総合体育館で開催される「第３９回全日本

実業柔道個人選手権大会」に本学柔道部指導者の李 馥煕（イ・ボクヒ）氏が仙台
大学柔道クラブ所属で出場します。李氏は韓国代表として０１年のハンガリー国

際大会、０２年の韓国国際大会での優勝をはじめ、多くの国際大会で上位入賞を

果たしており、０４年のアテネ五輪にも出場している実力者です。今は第一線か

ら退いているものの、韓国の国内大会には度々出場しており、今年４月の韓国実

業個人選手権では６３㎏級を制し、８月の韓国実業団体選手権も団体戦優勝して

います。日本の国内大会出場は初めてですが、日本の同階級で５本の指に入る選

手が２人も出場しているこの大会で、ベテランである李氏が若手とどのような戦

いをするのか、たいへん楽しみです。 

 

ボブスレーオリンピック代表候補選手が本学で合宿 

 ８月１、２日に、ボブスレーの鈴木寛さん、土

井川真二さんをはじめとするナショナルチームに

属する５選手が本学のプッシュトラックでのト

レーニングのため来訪しました。来月、再来月に

ある長野での全日本合宿を前に、プッシュ(ソリを

押す動作)の本数をこなし、体を慣らす事が目的で

した。２日間とも天候に恵まれ、満足のいく練習

ができたそうです。 
 
鈴木寛（すずき・ひろし）選手 

 オリンピックシーズンなので、先月行なわれた

合宿でもナショナルチームの皆が目の色を変えて

練習に取組んでいるので良い結果が出るのではな

いかと期待している。バンクーバーオリンピック

でのメダルを目指して、遠征で世界ランキングを

取りにいきたい。 
 ボブスレー･リュージュスケルトン部の後輩達に

は、現役のボブスレー選手が少ないので、ボブス

レーの魅力である「迫力」や個人競技では味わえ

ない「チームワーク」、「歓びの共有」を知って

もらいたい。 
 仙台大の学生には、どんな競技でも精一杯頑

張ってもらいたい。オリンピック出場も目標とし

て持てるのだから夢を諦めずチャレンジできる学

生生活を過ごしてもらいたい。 
 
土井川真二(どいがわ・しんじ)選手 

ボブスレー競技は１０月―１２月からオリン

ピック出場の枠を取る戦いが始まります。前回の

トリノオリンピックでは日本男子チームは２人乗

りでの出場だけで、４人乗りでの出場が叶いませ

んでした。４人乗りの出場権獲得とオリンピック

の代表になることを目標にしてチームに貢献でき

るように全力を尽くしたい。 
後輩達にもバンクーバーオリンピック出場の可能

性が十分にあるので、ボブスレー競技ではこれま

でのオリンピックに仙台大学関係者が出場してい

るので、この伝統を途切らせないように頑張って

もらいたい。 

１９７３年１２月１３日生まれ、札幌市出身。今金

中時代は、陸上３種競技で中体連道大会優勝。室

蘭大谷高では、野球部の外野手として３年の道大

会準Ｖ。仙台大からボブスレーをはじめる。９４年リ

レハンメル、９８年長野、ソルトレークシティー五輪

代表。マネックスＦＸ所属。 

１９７９年１０月２５日生まれ、札幌出身。野球で培っ

た身体能力を活かし、仙台大学にて、ボブスレーを

はじめる。２００２年ソルトレークオリンピックに出場。

０２～０３シーズン、０６～０７シーズン、０７～０８

シーズンに、全日本選手権優勝。日本レストランシ

ステム株式会社所属。 

(写真：左から本間南選手、鈴木寛選手、 

 菊池善範選手、土井川真二選手、長岡千里選手) 
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新体操競技部が第６１回全日本学生選手権大会で団体総合第３位に 

～種目別あわせて３つのメダル獲得～ 
 
８月１３―１７日に栃木県立県南体育館におい

て開催された「第６１回全日本学生新体操選手権

大会」において、新体操競技部が団体総合で第３

位に入りました。種目別でも、フープ第３位、種

目別リボン×ロープ第３位と、２つのメダルを獲得
しました。 

 

第2回 国際スポーツ情報科学カンファレ

ンス開催 

 ８月２８－３０日に仙台大学と宮城テレビ放送主催で「第

２回 国際スポーツ情報科学カンファレンス」が開催されてい

ます。 

 ２９日に、エル・パーク仙台で行なわれる特別講演には、

河野一郎氏（2016 年東京オリンピック・パラリンピック招致

委員会事務総長）と、平尾誠二氏（神戸製鋼コベルコス

ティーラーズゼネラルマネージャー兼総監督）が登壇しま

す。 

 ２７日にはスポーツ情報マスメディア研究所研究スタッフ

の二戸部さん、宮本さん、学科生４名が宮城テレビ「OH!バン

デス」に出演し、宣伝活動を行ないました。 

 

詳細は下記をクリック下さい。 
http://www.sendaidaigaku.jp/pdf/20090731.pdf 

ユニバーシアード大会報告のため柴田町の滝口町長を表敬訪問 

 ７月２９日（水）に、ユニバーシアード大会女子

柔道の日本代表として個人「銀メダル」、団体「金

メダル」を獲得した田中美衣さん（体育学科４年）

が南條和恵監督と共に柴田町の滝口町長を表敬訪問

し、大会報告を行いました。 
 田中さんから「皆さんの応援のお陰でメダルを持

ち帰ることができました。個人戦では、２回戦で現

在のアジアチャンピオン（中国）を破ったが、決勝

で同じアジアの選手（台湾）に負けてしまったのが

残念です。団体戦は全４試合一本勝ちして、日本

チームの優勝に貢献することができました。」と報

告すると、滝口町長から祝福された後、「今は３年

後のロンドンオリンピック出場を現実となるように

頑張ってもらい、将来は指導者として優秀な選手を

育成して欲しい」との激励がありました。 
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漕艇部インカレ結果 

 ８月２０日―２３日に埼玉県戸田漕艇場で開催

された第３６回全日本大学選手権大会（インカ

レ）において、本学漕艇部は男子舵手つきフォア

で優勝。男子エイト、男子舵手なしフォア、女子

舵手なしペアの３種目で第２位となり、安定した

成績を残しました。 
 男子種目は日本大学がタイトルを独占。唯一、

本学が舵手つきフォアを制して一矢報いました。 
大会期間中、漕艇部に運動栄養サポート研究会が

帯同し、水分や補助食提供を行って選手を支えた

他、２３日には柴田町の熱烈なファンの方々４４

名が駆けつけ、大きな声援で選手を後押ししてい

ただきました。 

西村光生がU23世界選手権で銀メダル獲得の快挙 

  ７月２３―２６日にボートのU23
（23歳以下）世界選手権がチェコで
開催され、漕艇部の西村光生さん

（体育学科２年）が出場した男子軽

量級舵手なしフォア日本代表クルー

が見事、「銀メダル」を勝ち取りま

した。現地ではかつてない日本ク

ルーの大活躍に沸いていたそうです。 
  西村選手は男子軽量級フォアの主力として活
躍。U23世界選手権のメダリストは、各国のシニア
（トップカテゴリー）チームと掛け持ちする選手

も多く、非常にレベルの高いレースです。また、

この種目はオリンピック種目でもあり、日本ク

ルーとしてメダル獲得は初めてのことです。 
 
 高校時代には世界ジュニア選手権大会で舵手な

しクォドルプルで９位、アジアジュニア選手権大

会ダブルスカルで優勝経験を持つ。仙台大学には

高校の先輩である池田恒平さん（平成21年3月卒）
からの熱心な誘いと、監督の阿部肇講師の存在が

大きかったので進学を決めたと話す。 

 

 

西村光生さん 

現在は部員との寮生活だが、部内の雰囲気がとても良

く、良い環境で練習ができている。 

 今大会では目標は１桁の９位以内に入るという目標

だったが、現地に入るとクルーの調子が上がって最高

の状態で大会に望めた結果２位。この種目で日本ク

ルーはじめてのメダル獲得となった。タイムは６分４秒

で、この成績は世界のトップ選手と十分に戦えるもの。

今後の課題の一つは体力面で、筋肉量が少なく、柔軟

性がないこと。日頃から筋力トレーニングと柔軟体操を

課し基礎的な体を強くすることを課題にあげている。も

う一つは、テクニック面ではキャッチ(オールを水に入れ

る動作)が疎かになっている事。阿部監督の指導と先

輩の菅井竜介のフォームを見本としてテクニック向上

に努めていく。 

 仙台大学漕艇部には見本となる先輩と良い指導者が

いるので、自分にとって最高の環境で練習に取組めて

いる。８月２０日からのインカレでのエイト種目優勝と、

その先のロンドンオリンピック出場を目標にしている。

やるからにはトップを目指しているので、金メダルを目

指す。応援してくれる家族や大学の仲間の期待に応え

られる様に頑張っていきたい。 

～男子軽量級舵手なしフォアでのメダル獲得は日本クルー初～  
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トライアスロン インカレ結果 

８月２３日、香川県観音寺市有明浜海水浴場に

於いて日本学生トライアスロン選手権大会（イン

カレ）が開催され、男子で上村昌志さん（体育学

科３年）が１５位、中原康雄さん（体育学科３

年）が２６位、女子では千葉智美さん（体育学科

４年）が１７位と健闘しました。 
特に男子の２人、上村さんは一昨年１１２位、

昨年７４位、中原さんにいたっては一昨年の大会

に出場できず、昨年も出場権こそ獲得したものの

最初のスイムでの１４５位の後の途中棄権と、こ

れまではあまり良い成績が残せなかった中、今年

は一転、この一年間の急成長をバネに１５位、２

６位とともに上位進出を果たしました。 
 

トライアスロン部の主将でもある上村さんに話を聞きま

した。 

－インカレ１５位、お疲れさまでした。 

『（最終種目である）４周回する

ランの３周終了までは１２位だっ

たのですが、残り２.５ｋｍで３
人にかわされ最終的に１５位だっ

たので、成績には満足している部

分と、悔しさの両方を感じていま

す。悔しさは来年に返そうと思っ

ています。』 
  
－上村君、中原君ともに昨年から急

成長していますが、練習方法を変え

たとか、何か理由があるのでしょう

か？ 

『みんなで話し合い、今年の部の目標を「男女イ

ンカレ団体５位以内」、さらに今年の部のテーマ

を「絆」に決めました。この「団体５位以内」と

いう目標を実現し、「絆」というテーマを実践す

るため、全体ミーティングの回数を昨年よりも多

くし、そのことで誰でも何でも言い合えるような

部の雰囲気になったことが一番の要因だったと考

えています。』 
  
－部内の体質の改善のおかげで、技術的、体力的な

面以上に、お互いのメンタルな部分が大きく成長したと

言うわけですね。 

『はい、さらに自分には昨年７４位に終わった悔

しさがありました。おそらく中原にも昨年途中棄

権した自分以上の悔しさがあったと思います。』 

－しかしメンタル面だけでは記録は伸びないと思いま

すが？ 

『自分は高校時代は競泳をやってきました。この

１年間は苦手なランのタイムを縮めるため集中的

にランのトレーニングを行ってきました。中原は

高校時代はサッカー部に所属していました。彼は

逆に走ることが得意でした。この１年間、彼は苦

手なスイムを克服するためのトレーニングを積ん

できたはずです。』 
－山本和実さん（平成２１年卒）、千葉智美さん（体育

学科４年）という女子のダブルエースの存在も刺激に

なったのでは？ 

『その通りです。特に山本和実さんの場合、同じ

日に猪苗代で行われた「うつくしまトライアスロ

ンinあいづ（兼日本選手権東北予選）」に出場する
ことがわかっていたので、レース中も「共に頑張

ろう!!」と言う意識が働き、そういう意味でも大き
な励みになりました。』 
－来年はコーチを務められているＯＢの朝川洋明氏

（平成１３年卒）のインカレ個人総合１２位、さらには平

成１１年の男子団体６位という本学トライアスロン部の

レコードの更新という大きな目標が見えてきています

が？ 

『はい。期待に応えられるよう、頑張ります。教

職員のみなさま、ご声援宜しくお願いいたしま

す。』 
  
しっかりと来年を見据え答えてくれた上村さん。

トライアスロン部の益々の活躍が期待されます。 
尚、記事内に登場した山本和実さんはうつくしま

トライアスロンinあいづ（兼日本選手権東北予選）
に於いて、見事東北ブロック１位となり１０月の

日本選手権出場を決めております。併せて、彼女

の健闘もお祈りいたします。 
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明成高校体操部の躍進 

高大連携を進めている明成高校体操部の吉本日

月さん（健康スポーツコース2年）がインターハイ
で男子個人総合１７位に入り、来年３月に開催さ

れる第２６回全国高等学校体操競技選抜大会への

出場権を獲得しました。この選抜大会は、ジュニ

ア強化指定選手の選考と全日本選手権大会の個人

出場の予選を兼ねた大会で、インターハイで上位

２２位に入った高校１、２年生に出場権が与えら

れるものです。 

明成高校体操部男子は創部４年。団体総合でも

これまでの最高成績となる１０位に入り、全国上

位入賞も目指せるチームと成長しています。 

また、吉本日月さんは８月１５－１７日に横浜

文化体育館で開催された全日本ジュニア体操競技

選手権大会の男子１部個人総合で１４位に入り、

大友さつきさん(健康スポーツコース2年)が女子２
部個人総合で優勝しています。本大会結果によ

り、吉本日月選手が、ジュニア強化指定選手とし

て選考されました。 
 
□体操部 

男子団体総合 第１０位 

男子個人総合 吉本日月 １７位、 

下道 拓 ４３位、仰郁人 ５２位、 

鈴木大地 ８０位 

女子個人総合 大友さつき４６位 
（ジュニア強化指定選手選考基準が日本体操協会公式ブ

ログに載っているのでご参照ください。） 
http://www.plus-blog.sportsnavi.com/jpngym/
article/263 
 
その他、明成高校インターハイ結果 
 
□男子バスケットボール部 ベスト８ 

１回戦  対 慶応  １１１対５６で勝利 

２回戦  対 市船橋  ９９対７５で勝利 

３回戦  対 山形中央 ９４対６２で勝利 

準々決勝 対 北陸   ８４対８８で敗退  
 
□陸上部 

円盤投げ    小原雅貴 第５位  

    記録 48m18、中坂大樹 予選敗退 
男子1500m   村山紘太 第１６位  
    記録 4分0秒96 
男子3000m障害 池田紀保 予選敗退 

＜明成高校ホームページより＞  

体操競技インカレ結果 

 ８月１９－２２日に群馬県総合スポーツセンターにおいて第６３回全日本学生体操競技選手権大会
が行われ、団体総合で男子が第４位、女子が第６位に入りました。男子個人総合は宗像 陸(体育学科2
年)の９位が最高で、種目別では亀山
耕平(体育学科3年)が「あん馬」を制
して金メダルを獲得し、宗像 陸が
「ゆか」と「跳馬」で２位、平行棒

で７位入賞しました。この大会はＵ

２１強化指定の選考もかかってお

り、宗像 陸と石原 大(体育学科2年)
の両名が個人総合「予選」と「決

勝」の合計点で上位１２位以内に入

り、Ｕ２１強化指定を受けました。 

第63回 全日本学生体操競技選手権大会 
 
順チーム名         ゆ か  あん馬  つり輪   跳 馬   平行棒  鉄 棒    合  計 

1 日本体育大学 74.650   72.400   71.850   77.850   75.200   74.500    
446.450 
2 順天堂大学   71.550   68.400   71.900   77.700   73.850   72.400    
435.800 
3 日本大学          71.400   69.200   71.200    76.500   72.500   73.600   
434.400 
4 仙台大学          72.900   69.700   70.800    77.250   71.050   70.500   
432.200 
5 筑波大学          71.400   68.200   67.950    76.150   71.750   70.950   
426.400 


